
 

富 士 山 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ロ ゴ マ ー ク の 使 用 基 準  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 使 用 基 準 は 、 富 士 宮 市 が 取 り 組 む Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 普 及 啓 発 を 図

る た め に 作 成 し た「 富 士 山 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 」ロ ゴ マ ー ク（ 以 下 、「 ロ ゴ マ ー ク 」

と い う 。） の 使 用 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 （ 使 用 条 件 ）  

第 ２ 条  ロ ゴ マ ー ク の 使 用 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 満 た す こ と が で き る も

の に 行 う も の と す る 。  

⑴   法 令 及 び 公 序 良 俗 に 反 し な い こ と 。  

⑵   市 の 信 用 又 は 品 位 を 害 す る も の で な い こ と 。  

 ⑶   特 定 の 個 人 、 政 党 、 宗 教 団 体 等 を 支 援 又 は 支 援 す る お そ れ が あ る

も の で な い こ と 。  

  ⑷   ロ ゴ マ ー ク の 利 用 に よ っ て 誤 認 又 は 混 同 を 生 じ さ せ る も の で な い

こ と 。  

⑹  ロ ゴ マ ー ク の 著 し い 変 形 等 に よ り 、 ロ ゴ マ ー ク の イ メ ー ジ を 損 な

う も の で な い こ と 。  

（ 承 認 の 申 請 ）  

第 ４ 条  ロ ゴ マ ー ク を 使 用 し よ う と す る も の （ 以 下 「 使 用 者 」 と い う 。）

は 、富 士 山 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ロ ゴ マ ー ク 使 用 承 認 申 請 書（ 第 １ 号 様 式 。以 下「 承

認 申 請 書 」と い う 。）を 市 長 に 提 出 し 、そ の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な

い 。  

 （ 承 認 の 決 定 ）  

第 ５ 条  市 長 は 、 前 条 の 承 認 申 請 書 を 受 理 し た と き は 、 そ の 適 否 を 審 査

す る 。 使 用 を 承 認 す る こ と を 決 定 し た と き は 富 士 山 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ロ ゴ マ ー

ク 使 用 承 認 通 知 書 （ 第 ２ 号 様 式 ） に よ り 申 請 者 に 通 知 し 、 使 用 が 不 適

当 と し た と き は 富 士 山 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ロ ゴ マ ー ク 使 用 不 承 認 通 知 書 （ 第 ３ 号

様 式 ） に よ り 申 請 者 に 通 知 す る 。  

２  市 長 は 、 ロ ゴ マ ー ク の 使 用 を 承 認 す る に 当 た っ て は 、 必 要 な 条 件 を

付 す こ と が で き る 。  

 （ 使 用 承 認 の 取 消 し ）  



 

第 ６ 条  市 長 は 、 承 認 申 請 書 の 内 容 に 虚 偽 が あ る と き そ の 他 そ の 使 用 が

活 用 の 趣 旨 に そ ぐ わ な い と 認 め る と き は 、 ロ ゴ マ ー ク の 使 用 の 承 認 を

取 り 消 す こ と が で き る 。  

 （ 補 則 ）  

第 ７ 条  こ の 使 用 基 準 に 定 め る も の の ほ か ロ ゴ マ ー ク の 使 用 に 関 し 必 要

な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  

   附  則 （ 令 和 ３ 年 １ ２ 月 ２ ８ 日 企 画 部 長 決 裁 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


